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１ 令和８年度漁場生産力・水産多面的機能強化対策講習会 

ブロック講習会（札幌会場）プログラム 

札幌会場 １０月１４日（水） 

会場：北海道第二水産ビル ４S 

12：30～ 

13：25～13：30 

13：30 

13：30～13：40 

13：40～14：10 

14：10～ 

14：10～14：50 

14：10～14：30 

14：30～14：50 

14：50～15：30 

15：30～16：00 

16：00 

開場 

受講に際しての諸注意 

開会 

挨拶（主催者、水産庁） 

藻場部会コーディネーター中尾博己サポート専門家 

（１）自己評価表の策定にあたっての留意点について（水産庁）

（２）ウニ類を中心とした食害対策と海藻のタネ不足対策について

① 藻場保全活動組織事例紹介

１）えさんの海を豊かにする会（北海道函館市）

２）奥尻地区藻場保全活動組織（北海道奥尻町）

② 北海道各地の海域特性に応じた藻場再生について

（中尾博己サポート専門家）

③ 変化する海洋環境下での北海道の藻場再生について

（秋田晋吾サポート専門家）

 閉会 

講習会内容は変更になる場合があります。又、進行状況等により時間が前後する場合があ

ります。 
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 奥野勝彦 昆布森漁業協同組合 漁連・漁協

2 北海道 川﨑義典 えりも漁業協同組合指導部指導課 漁連・漁協

3 北海道 津金あかり 北海道積丹町 行政

4 北海道 東海林圭太 北海道浜中町役場水産課 行政

5 北海道 平川　優 北海道浜中町役場水産課 行政

6 北海道 澤山陸斗 北海道浜中町役場水産課 行政

7 北海道 佐藤博一 北海道知内町農業水産振興課 行政

8 北海道 岩井達也 北海道釧路町農林水産課 行政

9 北海道 伊藤哲史 北海道せたな町農林水産課 行政

10 北海道 濵塚健志郎 北海道せたな町農林水産課 行政

11 北海道 山崎賢流 北海道寿都町産業振興課水産係 行政

12 北海道 阿部雅美 北海道様似町役場産業課水産係 行政

13 北海道 伊藤圭輔 北海道えりも町産業振興課 行政

14 北海道 山口聖人 北海道えりも町産業振興課 行政

15 北海道 浅井大輔 北海道根室市水産経済部水産振興課 行政

16 北海道 八神鉄彦 北海道後志総合振興局産業振興部水産課 行政

17 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局産業振興部水産課 行政

18 北海道 武藤健佑 北海道日高振興局産業振興部水産課 行政

19 北海道 吉中悠士郎 北海道釧路総合振興局産業振興部水産課 行政

20 北海道 原　守 北海道宗谷総合振興局産業振興部水産課 行政

21 北海道 深谷琢斗 北海道宗谷総合振興局産業振興部水産課 行政

22 北海道 今村伸之 北海道水産林務部森林海洋環境局成長産業課 行政

23 北海道 内野聖子 北海道水産林務部森林海洋環境局成長産業課 行政

24 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

25 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

26 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

27 青森県 蛯名秀樹 小川原湖地区漁場保全の会 活動組織

28 石川県 山前地史 石川県農林水産部水産課経営指導グループ 行政

29 石川県 新甫裕也 石川県輪島市農林水産課 行政

30 石川県 門木奈津希 輪島の里海を守る会 代表 活動組織

31 石川県 松下直子 輪島の里海を守る会　役員 活動組織

32 石川県 山岸美咲 輪島の里海を守る会　役員 活動組織

33 福井県 木下仁徳 福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会　 協議会

34 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

35 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

36 島根県 河瀨貴博 浜田海域保全協議会 活動組織

37 島根県 田畑卓郎 浜田海域保全協議会 活動組織

38 島根県 橋岡眞也 浜田海域保全協議会 活動組織

39 島根県 沖野正樹 浜田海域保全協議会 活動組織

40 島根県 舛成　徹 浜田海域保全協議会 活動組織

41 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

42 コーディネーター 中尾博己 サポート専門家（別海町ニシン種苗生産センター） 専門家事務局等

43 講師 秋田晋吾 サポート専門家（北海道大学） 専門家事務局等

44 事例紹介者 佐々木亮 えさんの海を豊かにする会（北海道函館市） 活動組織

45 事例紹介者 中田智也 えさんの海を豊かにする会（北海道函館市） 活動組織

46 事例紹介者 横田  稔 奥尻地区藻場保全活動組織（北海道奥尻町） 活動組織

47 事例紹介者 坂本治広 奥尻地区藻場保全活動組織（北海道奥尻町） 活動組織

48 水産庁 鵜澤 麗 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐 専門家事務局等

49 水産庁 丸吉浩太 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長 専門家事務局等

50 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

51 サポート専門家 安藤　亘 ECOS技術士事務所 専門家事務局等

52 サポート専門家補 戸津井ようこ ECOS技術士事務所 専門家事務局等

53 事務局 斎藤　晃 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

54 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

55 事務局 日𠮷海斗 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局 専門家事務局等

２　出席者名簿
【ブロック講習会（札幌会場）藻場部会
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３　藻場部会
（１）自己評価表の策定にあたっての留意点について
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添付様式第16号 令和７年度

都道府県名： 市町村名：

活動組織名：

最終目標値：

協定面積（ha）： 本年度の活動面積の実績（ha）：

総活動者数（延べ）A： Aのうち構成員（漁業者）の人数（延べ）：

Aのうち構成員（漁業者以外）の人数（延べ）： Aのうちボランティアの人数（延べ）：

項目

自己評価表

（環境・生態系保全）

ミツイシコンブ（被度：％）

4.1

１点

組
織
体
制

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体
に占める漁業者以外の人数５％以上）

５点

5 0.3 1.5

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体
に占める漁業者以外の人数３％以上５％未満）

４点

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体
に占める漁業者以外の人数１％以上３％未満）

３点

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体
に占める漁業者以外の人数０％以上１％未満）

２点

構成員に漁業者以外が参画しているが、実際の活動はしていない １点

評価の視点 配点

１点

成
果
目
標

2 0.3 0.6

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取り
入れた

４点

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に取り入れるべ
く検討を行った

３点

講習会や報告会に参加するなど他の活動組織の事例の情報収集を
行った

２点

他の活動組織の事例を参考にしなかった

横
展
開

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取り
入れ、改善が図られた

５点

年度達成度が100％以上 ５点

5 0.4 2

年度達成度が75％以上100％未満 ４点

年度達成度が50％以上75％未満 ３点

年度達成度が25％以上50％未満 ２点

年度達成度が25％未満

8 1.6

75 72

3 0

点数 ウェイト
項目の評価点
(点数×ウエイト)

-

-年度達成度(d) 100% - - -

増減率(e) 0% - - -

令和11年度

51

対象生物量（c） 42 - - - -

年度目標値（b） 42 44.25 46.5 48.75

活動年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

基準値（a）： 42 51

成果指標： 対象水域における生物量

対象生物（単位）：

活動項目：（リスト選択） ①藻場の保全
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①基準値の設定根拠、最終目標値の妥当性（変更した場合はその理由）：

　本事業は令和7年から新たな対策期間となることから、今年度6月に実施した調査のミツイシコンブの被度の42％を基準値とし
た。

　活動の目標としては、直近2カ年の高水温により荒廃が著しいコンブ藻場の回復として被度42％以上を目指すこととし、数値的
な最終目標値としては、国の事業目標である対象水域での生物量を20%増加に合わせ、基準値の120％である51％とした。

④次年度以降の改善点（③に対する具体的な対策等）：

　チェーン曳きについては岩盤清掃の方法の一つとして確立されており、その手法に改善の余地は少ないが、6月の定期モニタ
リング及び10月の活動後調査による藻場の状況の把握に基づき、必要に応じて実施時期や回数について検討するなど効率的・
効果的な活動の実施に努め、コンブ藻場の維持・回復を図る。

②具体的な活動内容や工夫した点、評価項目以外の活動内容と成果：

　地区沿岸はミツイシコンブの優良な藻場であるが、コンブ藻場は水温や海流等の影響により、石灰藻や小型海藻の繁茂による
による荒廃が生じることがあることから、安定的に良好な藻場を維持するためには、必要に応じこれらを人為的に除去する必要
がある。
　このため、本事業において「チェーン曳き」（着底させたチェーンを漁船で曳く方法）により石灰藻等を除去し、ミツイシコンブの
着底・繁茂を促している。

　本事業では５つの区画を設定し、１年に１区画で岩盤清掃を行い対策期間5カ年で全ての区画において岩盤清掃を実施するこ
ととしている。

　当該海域は、高濃度の栄養塩や植物プランクトン等により透明度が低く、ダイバーによる定点モニタリングのみでは藻場全体
の状況の確認が難しいことから、モニタリングの際に船上からアクションカメラで海中の動画を撮影し、藻場全体の状況の把握に
努めている。
　また、その動画を他組織で実施している出前授業の際に生徒に見せるなどして、多面的機能の理解・増進を図る取組の充実
を図っている。

③今年度実績の評価（生物量増減の主な要因）：

　今年度からの対策期間における活動場所（区画）及びモニタリングの定点は、前対策期間と同一箇所となっていることから、今
年度のモニタリング結果は前期間の活動の成果を反映することとなる。

　ミツイシコンブは2年生のコンブであり、岩盤清掃後1～2年は清掃直後に定着したコンブ、３年目以降は再生産したコンブとな
る。
　今年度のモニタリング結果を見ると、活動後2年目に相当する定点においては2年コンブとなるミツイシコンブの被度が80%と良
好であるが、前年度の活動地点の1年コンブが0％と非常に低調であり、小型海藻が25％となっていることから来年度の2年コン
ブの繁茂に不安が残る。
　活動3、4年目の定点ではコンブの被度が20～40％と減少しており、また、小型海藻がコンブと同等の被度となっている。

　これは高水温等の影響により、高水温に強い小型海藻や石灰藻が優勢となりコンブの着底や再生産が低調となっていることな
どが考えられることから、引き続き岩盤清掃を行いコンブの着底を促すことで、安定した良好なコンブ藻場の維持回復を図る。
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法
華
地
区

86
,4
00
個

R7
.1
1.
16
～
R8
.2
.1
3（

8日
間
）

合 合
計計
（（
5かか
所所
））

46
0,
80
0個個

R7
.1
1.
4～～

R8
.2
.2
4（（

41
日日
間間
））

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

4

藻藻
場場
をを
めめ
ぐぐ
るる
2つつ
のの
課課
題題

海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
コ
ン
ブ
藻
場
は
「
食
害
」
と
「
タ
ネ
不
足
」
と
い
う

2つ
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す

課課
題題
①

ウウ
ニニ
類類
にに
よよ
るる
食食
害害

冬冬
季季
のの
水水
温温
がが
下下
がが
らら
なな
いい
たた
めめ
ウウ
ニニ
のの
摂摂
餌餌
活活
動動
がが
衰衰
ええ
ずず
、、
ココ
ンン
ブブ

なな
どど
海海
藻藻
のの
若若
芽芽
がが
食食
べべ
らら
れれ
てて
しし
まま
うう
。。
ウウ
ニニ
がが
優優
占占
しし
、、
海海
藻藻
がが
育育

つつ
前前
にに
食食
害害
をを
受受
けけ
、、
藻藻
場場
のの
回回
復復
がが
阻阻
害害
ささ
れれ
てて
いい
るる
。

令
和
7年
度
：
5地
域
の
平
均
被
度
11
%
（
地
域
に
よ
っ
て
は
被
度
0%
あ
り
）

海海
藻藻
のの
タタ
ネネ
不不
足足

ウウ
ニニ
にに
よよ
るる
食食
害害
でで
母母
藻藻
がが
減減
少少
。。
まま
たた
、、
海海
水水
温温
のの
上上
昇昇
にに
よよ
りり
母母
藻藻

がが
十十
分分
にに
成成
熟熟
せせ
ずず
、、
遊遊
走走
子子
（（
タタ
ネネ
））
のの
放放
出出
がが
年年
々々
困困
難難
とと
なな
っっ
てて

いい
るる
。

参参
考考
：：
ええ
ささ
んん
漁漁
協協
天天
然然
ココ
ンン
ブブ
生生
産産
量量
のの
推推
移移
（（
トト
ンン
））

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

約約
９９
割割
減減

平
成
27
年
度
（
32
5.
3t
）
→

令
和
7年
度
（
23
.5
t）

天
然
コ
ン
ブ
生
産
量
は
10
年
で

大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

3

課課
題題
②

活活
動動
地地
域域
・・
組組
織織
のの
概概
要要

恵
山
・
椴
法
華
地
区
で
活
動
す
る
漁
業
者
・
漁
協
・
潜
水
士
の
組
織

場場
所所

活
動
場
所
：
恵
山
・
椴
法
華
地
区
（
函
館
市
）

人 人
口口
・・
主主
なな
漁漁
業業

約
3,
00
0人
／
イ
カ
釣
り
・
コ
ン
ブ
・
ウ
ニ
採
介
藻
等

組組
織織
概概
要要

平平
成成
28
年年
設設
立立

漁
業
者
・
え
さ
ん
漁
協
・
潜
水
士
（
設
立
時
41
2名
）

ええ
ささ
んん
漁漁
協協

平
成
15
年
、
旧
恵
山
町
管
内
の
4漁
協
（
日
浦
・
尻
岸
内
・
古
武
井
・
恵

山
）
が
合
併
し
「
え
さ
ん
漁
業
協
同
組
合
」
設
立
。

そ
の
後
、
平
成
１
７
年
に
旧
椴
法
華
村
の
椴
法
華
漁
協
と
合
併
し
現
在

に
至
る
。

取
扱
高

２
５
億
円
（
令
和
7年
度
）

組
合
員
数
３
７
２
名
（
令
和
７
年
４
月
）

37
2名名

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

2

函函
館館
市市
恵恵
山山
・・
椴椴
法法
華華
地地
区区

ウウ
ニニ
類類
をを
中中
心心
とと
しし
たた
食食
害害
対対
策策
とと

海海
藻藻
のの
タタ
ネネ
不不
足足
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

～
「
ええ
ささ
んん
のの
海海
をを
豊豊
かか
にに
すす
るる
会会
」
の
活
動
か
ら
～

活活
動動
組組
織織
名名
：：
ええ
ささ
んん
のの
海海
をを
豊豊
かか
にに
すす
るる
会会

令令
和和
８８
年年
（（
２２
００
２２
６６
年年
））
１１
００
月月
１１
４４
日日
（（
水水
））

函函
館館
市市
農農
林林
水水
産産
部部
水水
産産
課課

佐佐
々々
木木
亮亮

（２）ウニ類を中心とした食害対策と海藻のタネ不足対策について

 ①藻場保全活動組織事例紹介

　１）えさんの海を豊かにする会（北海道函館市）
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タタ
ネネ
不不
足足
対対
策策
②
海海
藻藻
のの
種種
苗苗
投投
入入
のの
様様
子子

陸
上
で
の
種
苗
糸
・
遊
走
子
付
着
石
の
準
備
か
ら
、
船
上
で
の
投
入
作
業
ま
で
【
尻
岸
内
地
区
（
豊
浦
）
】

作
業
前
の
集
合

種
苗
取
付
の
準
備

種
苗
取
付
後

船
上
へ
投
入
す
る
種
苗
糸
の
積
込

コ
ン
ブ
種
苗
投
入
①

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

8
コ
ン
ブ
種
苗
投
入
②

タタ
ネネ
不不
足足
対対
策策
②
海海
藻藻
のの
種種
苗苗
投投
入入

令
和
7年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
／
２
地
区
（
尻
岸
内
地
区
・
恵
山
地
区
）

概概
要要

コ
ン
ブ
種
苗
糸
を
付
け
た
石
を
海
面
に
投
入
し
、
種
苗
の
定
着
を
図
る
。
（
活
動
時
期
：
１
０
月
～
１
２
月
参
加
人
数
延
べ
：
５
４
名
）

活
動
地
区
：
２
地
区
【
尻
岸
内
地
区
お
よ
び
恵
山
地
区
】

予
備
的
に
確
保
し
て
い
る
養
殖
コ
ン
ブ
種
苗
糸
を
活
用
。
他
３
地
区
に
お
い
て
は
海
水
温
上
昇
に
よ
り
母
藻
の
成
熟
が
遅
れ
、
養
殖
コ
ン
ブ
種
苗

が
確
保
で
き
な
か
っ
た
）

作作
業業
前前
のの
集集
合合

種
苗
糸
を
取
り
付
け
る
た
め

石
に
穴
あ
け
作
業

種
苗
糸
取
付
後

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

7

種
苗
糸
を
取
り
付
け
る
石
の
収
集

種
苗
糸
の
取
付
作
業

海
藻
の
種
苗
投
入
（
恵
山
地
区
）

タタ
ネネ
不不
足足
対対
策策
①
母母
藻藻
のの
設設
置置
のの
様様
子子

海
岸
で
の
母
藻
採
取
か
ら
母
藻
設
置
ま
で
一
連
の
作
業
の
様
子

母
藻
採
取
に
向
か
う
作
業
船

海
岸
で
の
石
収
集
作
業

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

6

母
藻
を
ネ
ッ
ト
に
収
容
す
る
作
業

母
藻
の
投
入
作
業

母
藻
の
設
置
状
況

施
肥

タタ
ネネ
不不
足足
対対
策策
①
母母
藻藻
のの
設設
置置

令
和
7年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
／
5地
区
実
施

概概
要要

潜
水
士
に
よ
り
コ
ン
ブ
母
藻
を
採
取
し
、
事
前
に
収
集
し
て
い
た
小
礫
と
一
緒
に
ス
ポ
ア
バ
ッ
ク
や
ネ
ッ
ト
に
収
容
し
、
海
中
に
投
入
ま
た
は
設
置
さ
せ
、

母
藻
か
ら
遊
走
子
を
放
出
さ
せ
、
周
辺
の
岩
盤
へ
の
天
然
着
生
を
促
す
。
（
母
藻
採
取
、
投
入
：
１
０
月
～
１
２
月
参
加
人
数
延
べ
：
７
２
名
）

海海
中中
へへ
のの
設設
置置

①
潜
水
士
に
よ
る
母
藻
採
取

③
ス
ポ
ア
バ
ッ
ク
に
母
藻
を
収
容

④
ス
ポ
ア
バ
ッ
ク
を
海
面
へ
投
入

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

5

②
ス
ポ
ア
バ
ッ
ク
に
小
礫
を
収
容

母
藻
の
設
置
（
古
武
井
地
区
）
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まま
とと
めめ

食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
両
輪
で
藻
場
を
守
る

食食
害害
対対
策策

ウ
ニ
密
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
、
藻藻
場場
へへ
のの
食食
圧圧
をを
抑抑
制制

タタ
ネネ
不不
足足
対対
策策

母
藻
の
設
置
と
種
苗
投
入
に
よ
り
、
コ
ン
ブ
の
タ
ネ
を
ま
く

推推
進進
体体
制制

活
動
組
織
（
漁
業
者
・
漁
協
・
潜
水
士
）
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

10

2つつ
のの
対対
策策
のの
関関
係係
とと
今今
後後
のの
課課
題題

食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
は
、
藻
場
回
復
を
支
え
る
「
両
輪
」
の
関
係

食食
害害
対対
策策

ウウ
ニニ
のの
密密
度度
低低
下下

+
タタ
ネネ
不不
足足
対対
策策

母母
藻藻
設設
置置
・・
種種
苗苗
投投
入入

両両
輪輪
でで

藻藻
場場
回回
復復
をを

後後
押押
しし

ウウ
ニニ
のの
食食
圧圧
をを
抑抑
ええ
てて
着着
底底
環環
境境
をを
守守
りり
、、
母母
藻藻
・・
種種
苗苗
でで
確確
実実
にに
タタ
ネネ
をを
まま
くく

今今
後後
のの
課課
題題

1
藻
場
の
ウ
ニ
の
密
度
を
低
下
さ
せ
る
に
は
、
継
続
し
た
作
業
が
必
要
⇒
費
用
・
労
力
の
確
保
が
課
題

2
海
水
温
上
昇
の
な
か
で
の
母
藻
の
設
置
や
種
苗
投
入
の
効
果
的
な
手
法

3

え
さ
ん
の
海
を
豊
か
に
す
る
会
／
食
害
対
策
と
タ
ネ
不
足
対
策
の
取
組

9
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マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

4

２
．
漁
業
・観
光
業
の
概
要

4

漁
船
漁
業
で
は
、イ
カ釣

り漁
業
、た

こ漁
業
、刺

網
漁
業
、一

本
釣
り漁

業
な
どが
あ
る

磯
根
漁
業
で
は
、当

町
を
代
表
す
る
キ
タム

ラサ
キ

ウ
ニ
・エ
ゾ
ア
ワ
ビ、
ナ
マ
コ、
採
そ
う漁

業
な
どが

あ
る 養
殖
業
で
は
、奥

尻
サ
ー
モ
ン
「淡

雪
」、
ホ
ソ
メコ

ンブ
養
殖
な
どの
海
藻
養
殖
な
どが
あ
る

R7
年
度
の
組
合
員
数
は

97
名
で
水
揚
数
量
は

18
0t
、水

揚
金
額
は
４
億
１
千
５
百
万
円

～
29

歳
30

～
39

歳
40

～
49

歳
50

～
59

歳
60

～
69

歳
70

以 上
合
計

4名
7名

8名
6名

15
名

57
名

97
名

年
齢
別
組
合
員
数
（
R7
.4
.1
）

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

水
揚
数
量

36
0t

33
1t

21
2t

15
6t

18
0t

水
揚
金
額

40
0百

万
円

46
8百

万
円

48
4百

万
円

39
0百

万
円

41
5百

万
円

ひ
や
ま
漁
協
奥
尻
支
所

漁
業
水
揚
数
量
・
金
額

ひ
や
ま
漁
協
水
揚
げ
デ
ー
タ

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
５
年

令
和
６
年

令
和
７
年

12
5名

11
6名

11
3名

10
4名

97
名

年
別
組
合
員
数
の
推
移

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

3 3

旧
役
場
庁
舎

新
役
場
庁
舎

旧
役
場
庁
舎
の
跡
地
に
新
ホ
テ
ル
開
業
予
定

跡
地

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

2

１
．
奥
尻
町
の
概
要

2

奥
尻
町
は
北
海
道
南
西
部
の
日
本
海
上
に
位
置

す
る
周
囲

84
㎞
の
離
島

奥
尻
島
全
域
が
檜
山
道
立
自
然
公
園
の
一
部
と

な
る
自
然
豊
か
な
島
で
あ
り、
観
光
名
所
や
温
泉

が
多
い

島
外
との
交
通
は
奥
尻
～
函
館
間
の
航
空
機
と奥

尻
～
江
差
間
の
フェ
リー

年
間
平
均
気
温

11
.8
℃
と北

海
道
で
は
比
較
的

温
暖
な
気
候

人
口

2,
04

9人
（

R７
年
国
勢
調
査
速
報
）
で

基
幹
産
業
は
漁
業
と観

光
業

～
29

歳
30

～
39

歳
40

～
49

歳
50

～
59

歳
60

～
69

歳
70

以
上

合
計

45
4名

23
3名

23
6名

29
4名

41
6名

77
7名

2,
41
0名

奥
尻
町
の
年
齢
別
人
口
（
R２

国
勢
調
査
）

令
和

８
年

度
漁

場
生

産
力

・
水

産
多

面
的

機
能

強
化

対
策

講
習

会
事

例
発

表

奥
尻
地
区

藻
場

保
全
活
動
組
織

令
和
８
年
１
０
月
１
４
日

　２）奥尻地区藻場保全活動組織（北海道奥尻町）
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マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

8 88

奥奥
尻尻
のの
海海
水水
温温

①
20
23
年年
1.
5℃℃
上上
昇昇

②
20
13
年年
0.
8℃℃
上上
昇昇

③
20
21
年年
0.
7℃℃
上上
昇昇

奥奥
尻尻
のの
年年
平平
均均
気気
温温

①
20
23
年年
1.
94
℃℃
上上
昇昇

②
20
21
年年
1.
24
℃℃
上上
昇昇

③
20
22
年年
1.
04
℃℃
上上
昇昇

※
20

04
年
～
20

20
年
の
平
均
値
と
の
差

４
．
活
動
に
至
った
経
緯
、背

景
マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

7

３
．
組
織
の
概
要

7

〇
活

動
し

た
構

成
員

の
推

移

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

漁
業
者

１
２
５
名

１
１
６
名

１
１
３
名

１
０
４
名

９
７
名

漁
業
者
以
外

(漁
協

)
２
名

２
名

２
名

２
名

２
名

漁
業
者
以
外

(女
性
部

)
８
７
名

８
７
名

８
７
名

６
５
名

６
３
名

合
計

２
１
４
名

２
０
５
名

２
０
２
名

１
７
１
名

１
６
２
名

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

活
動
し
た
構
成

員
（
実
数
）

１
９
名

１
８
名

１
８
名

２
７
名

２
５
名

活
動
し
た
構
成

員
（
延
べ
）

９
０
名

８
２
名

８
０
名

９
７
名

９
２
名

〇
構

成
員

の
推

移

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

6 6
6

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

5 5

宮
津
弁
天
宮

球
島
山

鍋
釣
岩

う
に
ま
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

奥
尻
ワ
イ
ン

※
写
真
出
典
：
奥
尻
町
観
光
協
会
（
ht
tp
s:
//
un
im
ar
u.
co
m
）

令
和
３
年
度
令
和
４
年
度
令
和
５
年
度
令
和
６
年
度
令
和
７
年
度

観
光
客

入
込
総
数

20
,8
72

25
,1
43

30
,0
22

25
,4
44

23
,9
13
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マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

12

６
．
取
組
結
果
・成
果
（
モ
ニ
タ
リン
グ
の
一
部
）

12

（
大
正
以
前
）

定
点

記
録
画
像
１

記
録
画
像
２

記
録
画
像
１

記
録
画
像
２

定
点 11 127 8 9 10

5 61 2 3 4

定
点

記
録
画
像
１

記
録
画
像
２

記
録
画
像
１

記
録
画
像
２

定
点 11 127 8 9 10

5 61 2 3 4

Ｐ.
11

Ｐ.
12

Ｐ.
7

Ｐ.
8

Ｐ.
9

Ｐ.
10

Ｐ.
5

Ｐ.
6

Ｐ.
1

Ｐ.
2

Ｐ.
3

Ｐ.
4

令
和
４
年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和
７
年
度

周
辺
の
繁
茂
状
況

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

11

５
．
活
動
状
況

11

ウ
ニ

密
度

管
理

コ
ン

ブ
種

苗
糸

投
入

植
樹

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

10

５
．
活
動
状
況
（
活
動
範
囲
）

10

ウ
ニ

密
度

管
理

10

コ
ン

ブ
種

苗
糸

投
入

コ
ン

ブ
種

苗
糸

投
入

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

9 9

藻
場

の
地

域
資

源
の

維
持

・
回

復
及
び

保
全
の

取
組
が

必
要

16



マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

15

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も

奥
尻
の
藻
場
保
全
に
努
め

地
域
資
源
の
維
持
・
回
復

や
気
候
変
動
緩
和
へ
の
取

組
を
行
い
ま
す
！

ご
清
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

14

８
．
今
後
の
課
題

14

〇
効

果
的

な
藻

場
保

全
の

取
組

が
必
要

。

〇
本
事
業
の
他
に
も
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
も
併
せ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

〇
特

定
の

構
成

員
の

活
動

と
な

っ
て
い

る
。

〇
植

林
だ

け
で

な
く

、
育

成
管

理
が
必

要
。

マ
ス
タ
ー
タ
イ
トル
の
書
式
設
定

13

７
．
取
組
成
果
（
波
及
効
果
）

13

ﾌﾞ
ﾙｰ

ｶｰ
ﾎﾞ

ﾝの
取
組

(ﾎ
ｿﾒ

ｺﾝ
ﾌﾞ
養

殖
)

海
藻
を
使
っ
た
商

品
開

発
：

右
側

海
藻

の
外

敵
(ウ

ニ
)を

使
っ
た
商

品
開

発
：

左
側

地
域

産
業

ﾎﾞ
ﾗﾝ

ﾃｨ
ｱ

ﾌﾞ
ﾙｰ

ｶｰ
ﾎﾞ
ﾝ・

ｸﾚ
ｼﾞ

ｯﾄ
調

査

17



さ
ら
に
、
藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

の
関
係
は

•藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
藻
場
の
保
全
と
創
造
を
ど
う
進
め
る
か
と
い
う
基
本

的
な
考
え
を
示
し
た
も
の
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
藻
場
対
策
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
ど
う
進
め
る
か
と
い
う
具
体
的
な
方
法
を
示
し
た
も
の
で
す
。

•両
者
の
関
係
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
上
位
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
下
位
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
で
方
向
を
決
め
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
具
体
的
な
実

行
方
法
を
示
す
関
係
で
す
。

・
藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
は
政
策
の
設
計
図
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
現
場
の
作
業
手

順
書
と
言
え
ま
す
。

水
産
多
面
事
業
で
展
開
す
る
場
合
、
藻
場
ビ
ジ
ョ
ン

に
沿
っ
て
策
定
活
動
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
基
本
確
認

•藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
藻
場
を
ど
う
保
全
し
、
回
復
さ
せ
増
や
す
か
と
い

う
水
産
庁
が
示
し
た
方
針
で
す
。
一
方
で
水
産
多
面
事
業
は
、
そ
の
方
針

を
現
場
で
進
め
る
た
め
の
実
践
を
支
え
る
事
業
で
す
。

つ
ま
り
、
藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
が
方
向
性
で
、
水
産
多
面
的
事
業
が
実
行
手
段

の
一
つ
と
い
う
関
係
で
す
。

・
水
産
庁
の
藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
が
ハ
ー
ド
面
を
支

え
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
が
ソ
フ
ト
面
を
支
え
る
と
し
て
い
る
。

本
日
の
テ
ー
マ

ウウ
ニニ
類類
をを
中中
心心
とと
しし
たた

食食
害害
対対
策策
とと
海海
藻藻
のの
タタ
ネネ
不不
足足
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

R7
 松
前
町
江
良

令
和
８
年
度

漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策

北
海
道
地
区
講
習
会

(藻
場
部
会

)

技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家

中
尾
博
己

技
術
士

(水
産
部
門

:漁
業
及
び
増
養
殖

)

令
和

8年
10
月

14
日

  
北
海
道
第
二
水
産
ビ
ル

4S

 

②北海道各地の海域特性に応じた藻場再生について
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真
っ
白
だ
っ
た
磯
焼
け
の
石
か
ら
生
え
て
き
た

13
種
類
以
上
の
海
藻

コ
ン
ブ
・
ワ
カ
メ
・
フ
ク
ロ
ノ
リ
・
フ
シ
ス
ジ
モ
ク
・
エ
ゾ
ヤ
ハ
ズ
・
ケ
ウ
ル
シ
グ
サ
・
カ
ヤ
モ
ノ
リ
・
ボ
ウ
ア
オ
ノ
リ
ほ
か

ハ
ネ
ソ
ゾ

シ
オ
グ
サ

ウ
ス
バ
ノ
リ

イ
ソ
ム
ラ
サ
キ

ヌ
メ
ハ
ノ
リ

不
明
数
種

そ
こ
で
、
ウ
ニ
が

入
ら
な
い
よ
う
に

実
地
試
験
を
行
い

ま
し
た

色
々
な
種
が

付
い
て
い
る

こ
と
が
判
明

原
因
究
明
磯
焼
け
の
海
に
は
海
藻
の
種
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
真
っ
白
な
海
底
の

石
に
海
藻
の
種
は
付
い
て
い
る
の
か
？
そ
こ
で
、
石
灰
藻
に
覆
わ
れ
た
石
を
取
り

上
げ
水
槽
培
養
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

(食
害
検
証
の
一
環

)

で
は
、
海
藻
の
消
失
原
因
を
探
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た

対
策
を
立
て
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
原
因
で
す
が
、

•海
の
温
暖
化

•母
藻
の
消
失
・
種
不
足

•石
灰
藻
の
繁
殖

(寿
命
は

20
年

)・
成
長
に
伴
う
表
皮
の
剥
離
現
象

•栄
養
不
足

•食
害

北
海
道
で
は
ウ
ニ

九
州
で
は
植
食
魚
類

(ア
イ
ゴ
・
イ
ス
ズ
ミ
な
ど

)
•大
し
け
波
浪
に
よ
る
流
失

•着
生
面
へ
の
汚
れ
や
砂
被
り

•水
質
悪
化
・
乱
獲

な
ど

•ほ
か
に

コ
ン
ブ
を
目
的
と
し
た
場
合

雑
藻

(光
・
海
水
流
動
の
低
下

)・
流

氷
の
影
響

藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
は
令
和

5年
12
月
改
訂
さ
れ
ま
し
た

•
藻
場
ビ
ジ
ョ
ン
の
主
な
目
標
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
藻
場
を
保
全
し
創

造
す
る
こ
と
で
、
水
産
資
源
の
回
復
と
生
産
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
豊
か
な
生
態
系
の
維
持
と
回
復
も
大
き
な
柱
と
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
藻
場
保
全
創
造
加
え
て
、
各
海
域
で
多
様
な
主
体
の
参
画
も
意
識
し
た
持

続
可
能
な
保
全
体
制
を
つ
く
る
こ
と
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
と
し
て
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
こ
れ
ら
を
意
識
し
な
が
ら
の
水
産
多
面
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
し
た
。
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次
に
コ
ン
ブ
の
種
の
有
無
に
つ
い
て
、
磯
焼
け
の
激
し
い
地
帯
で
天
然
採
苗
を
試
み
ま

し
た
。
種
苗
糸
を
付
け
な
く
て
も
着
生
、
栄
養
も
あ
る
よ
う
で
し
た
。
た
だ
、
海
水
温

が
上
昇
し
て
い
る
現
在
、
再
現
で
き
る
か
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。

松
前
町
館
浜

20
11

.2
 

新
ロ
ー
プ
に

着
生
す
る
。

す
る
と
・
・
・
５
ヶ
月
後
で
は
フ
ェ
ン
ス
の
中
と
外
の
違
い
が
く
っ
き
り

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
磯
焼
け
原
因
の
一
つ
が
ウ
ニ
と
判
明
し
ま
し
た
。

実
際
に
、
磯
焼
け
の
海
底
に
ウ
ニ
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に

フ
ェ
ン
ス
で
囲
っ
て
、
様
子
を
眺
め
ま
し
た
。

12
月

ウ
ニ
対
策
の
ア
プ
ロ
ー
チ

①
侵
入
防
止

ウ
ニ
は
自
ら
の
管
足
で
物
を
つ
か
み
、
引
き

寄
せ
移
動
す
る
も
、
体
重
を
掛
け
ら
れ
な
い

も
の
に
は
引
き
下
が
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。

そ
こ
で
網
囲
い
を
検
討
。
障
害
物
を
塀

(面
) で
は
な
く
、

ロ
ー
ル
状
に
す
る
こ
と
で
耐
波
性
を
持
た
せ
試
し
た
。
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道
南

事
例

ウ
ニ
対
策

岩
面
清
掃
と
密
度
管
理

効
果
調
査

R6
工
事

R7
の
結
果

(株
)大
歩

提
供

道
南

事
例

ウ
ニ
対
策

岩
面
清
掃

(高
圧
噴
射

)と
密
度
管
理

効
果
調
査

R6
工
事

R7
の
結
果

(株
)大
歩

提
供

②
－

1 
 道
南
地
域

・
ウ
ニ
対
策

~ウ
ニ
の
密
度
調
整
が
効
果
を
見
て
い
ま
す
。

ウ
ニ
の
採
捕
に
つ
い
て
は
主
に
潜
水
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

青
森
で
は
ウ
ニ
ザ
ル
と
い
っ
た
漁
具
で
採
捕
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
時
期

(活
動
期

)と
場
所

(磯
焼
け

)を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら

そ
こ
で
、
対
策
例
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(1
)テ
ー
マ
で
あ
る

ウ
ニ
類
を
中
心
と
し
た
食
害
対
策
と

海
藻
の
タ
ネ
不
足
対
策
に
つ
い
て

①
藻
場
保
全
活
動
組
織
事
例
紹
介
は
先
ほ
ど
報
告
を
頂
い
た
通
り
で
す
。

私
か
ら
は
、
関
連
す
る
情
報
等
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
北
海
道
各
地
の
海
域
特
性
に
応
じ
た
藻
場
再
生
に
つ
い
て

ウ
ニ
対
策
と
タ
ネ
不
足
の
観
点
か
ら
対
策
を
考
え
る

・
道
南
地
域

・
道
東
・
太
平
洋
地
域

・
日
本
海
地
域
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種
の
確
保

   
  

コ
ン
ブ
の

成
熟
誘
導

の
取
り
組

み
2

種
の
確
保
の
新
た
な
取
り
組
み

コ
ン
ブ
の
成
熟
誘
導
の
取
り
組
み

1
渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所

R8
よ
り

道
南

事
例

ウ
ニ
対
策

岩
面
清
掃
と
密
度
管
理
効
果
調
査

R6
工
事

R7
の
結
果

(株
)大
歩

提
供

道
南

事
例

ウ
ニ
対
策

岩
面
清
掃
と
密
度
管
理
効
果
調
査

R6
工
事

R7
の
結
果

工
事
後

月
一
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

コ
ン
ブ
の
発
芽
時
が
ポ
イ
ン
ト

(株
)大
歩

提
供
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②
の

2 
 道
東
地
域

•道
東
太
平
洋
側
の
コ
ン
ブ
漁
場
で
は
、
道
南
日
本
海
側
と
異
な
り
、
雑
藻

が
コ
ン
ブ
の
着
生
と
成
長
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

•阻
害
要
因
と
増
殖
対
策
を
図
式
に
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
-1
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
の
母
藻
散
布
の
取
り
組
み
も
見

ら
れ
た

R3
.6 
江
差
地
区
藻
場
保
全
活
動
組
織

②
実
施
例
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

•ウ
ニ
を
除
去
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
海
藻
が
生
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

・
広
範
囲
に
施
工
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
ウ
ニ
を
取
り
上
げ
、
密
度
を

下
げ
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

・
方
法
は
船
上
か
ら
は
ハ
サ
ミ
・
タ
モ
採
り
や
ザ
ル
漁
法
、
潜
水
に
よ
る
採

捕
や
ウ
ニ
バ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
駆
除
も
あ
る
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
時

期
・
場
所
の
選
定
や
経
費
や
体
制
な
ど
か
ら
効
率
の
良
い
方
法
を
選
ぶ
べ

き
で
あ
る
。

・
一
方
で
は
、
移
殖
と
組
み
合
わ
せ
た
取
り
上
げ
も
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

・
ウ
ニ
が
多
く
て
困
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
ウ
ニ
を
欲
し
が
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

コ
ン
ブ
の
子
嚢
斑
部
分
の
断
面
図
胞
子
嚢
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

表
皮
側 渡
島
北
部
水
産

技
術
普
及
指
導
所

提
供
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藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
2

北
海
道

歯
舞
地
区
藻
場
造
成
保
全
会

岩
盤
清
掃
チ
ェ
ー
ン
振
り

重
要
性
が
認
識
さ
れ

今
で
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

R6
資
料

一
部
改
変

藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
1

北
海
道

歯
舞
地
区
藻
場
造
成
保
全
会

岩
盤
清
掃
ス
ガ
モ
駆
除

重
要
性
が
認
識
さ
れ

今
で
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

R6
資
料

一
部
改
変

②
の

2 
 道
東
太
平
洋
地
域
の
雑
草
駆
除
方
法

釧
路
水
産
試
験
場

19
95
よ
り

②
の

2 
 道
東
太
平
洋
地
域
の
雑
草
駆
除
方
法

24



④
磯
焼
け
地
帯
で
の
立
ち
切
り
施
設
の
実
施
例

母
藻
散
布
で
タ
ネ
供
給
と
立
ち
切
り
方
式
施
設
で

ウ
ニ
の
侵
入
を
防
ぐ
併
用
型
施
設

•津
軽
海
峡
西
口
に
近
い

磯
焼
け
の
著
し
い

地
帯
で
取
り
組
み

ま
し
た
。

Iw
ab

e 
ka

nk
ou
イ
ン
ス
タ
よ
り

新
し
い
取
り
組
み

セ
ル
ロ
ー
ス
を
用
い
た
増
殖
例

北
大

四
ツ
倉
教
授
開
発

@
42

00
円

/k
g

オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
・
沙
留
・

様
似
・
道
南
等

③
新
た
な
取
り
組
み

コ
ン
ブ
の
種
の
添
加
技
術

ジ
ャ
バ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
エ
ナ
ジ
ー

(株
)広
報
よ
り

②
-3

 日
本
海
の
取
り
組
み
事
例

ひ
と
う
み
・

JP
よ
り

藻
場
保
全
対
策
事
例

2-
3

北
海
道

歯
舞
地
区
藻
場
造
成
保
全
会

海
藻
の
種
苗
投
入

重
要
性
が
認
識
さ
れ

今
で
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

R6
資
料

一
部
改
変

(ド
ブ
漬

)

25



④
磯
焼
け
を
引
き
起
こ
す
イ
ス
ズ
ミ
が
別
海
の

浜
に
出
現

R8
.8.

27
 小
定
置

④
そ
の
他

参
考
事
項

•ア
ラ
メ
藻
場
を
消
失
さ
せ
る
ウ
ニ
の
密
度

15
.5
個
体

71
2.

0g
と
の

結
果
例

東
北
大
学

吾
妻
教
授

宮
城
県
志
津
川
湾

•2
0０

g/
m

2以
上
の
ウ
ニ
の
分
布
密
度
は
藻
場
形
成
の
阻
害
要
因

(1
99

0 
東
北
水
研

浅
野
・
菊
池
ら

)

・
コ
ン
ブ
が
消
失
す
る
前
に
高
水
温
に
耐
え
う
る
品
種
の
開
発
が
不
可
欠
。

Pa
ng

 a
nd

 L
iu

  (
20

10
)

・
中
国
で
は
上
海
の
南
部

汕
頭

(ス
ワ
ト
ウ

)に
ま
で
栽
培
が
可
能
な
選
抜

育
種
を
し
た
。

な
ん
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う

!(^
^)

!

こ
う
い
う
例
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
方
法
は
、
ウ
ニ
が
よ
じ
登
っ
て
行
か
な
い
よ
う
立
ち
切
り

ロ
ー
プ
と
し
、
母
藻
散
布
に
、
根
元
に
施
肥
を
し
ま
し
た
・
・

26



確
実
に
海
の
中
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
変
化
に
応
じ
て

磯
掃
除
を
根
気
よ
く
続
け
海
に
森
を
呼
び
戻
し
ま
し
ょ
う

!(^
^)

!
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函
館

沿
岸

で
は

，
投

石
場

で
も

ウ
ニ

だ
ら

け
函

館
沿

岸
：

ど
こ

を
潜

っ
て

も
ウ

ニ
だ

ら
け

函
館

沿
岸

：
ど

こ
を

潜
っ

て
も

ウ
ニ

だ
ら

け

変
化

す
る

海
洋

環
境

下
で

の
北

海
道

の
藻

場
再

生
〜

函
館

の
事

例
か

ら
考

え
る

〜

北
海

道
大

学
大

学
院

水
産

科
学

研
究

院
秋

田
晋

吾

ウ
ニ

類
を

中
心

と
し

た
食

害
対

策
と

海
藻

の
タ

ネ
不

足
対

策
に

つ
い

て

③変化する海洋環境下での北海道の藻場再生について
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•
ウ

ニ
が

増
え

す
ぎ

て
い

る
か

ら
で

ね
え

の
？

函
館

で
磯

焼
け

発
生

の
理

由
は

？

•
最

近
の

水
温

上
昇

で
ね

え
の

？
•

昔
と

比
べ

て
栄

養
が

減
っ

て
る

ん
で

ね
え

の
？

•
タ

ネ
不

足
な

ん
で

ね
え

の
？

環
境

の
変

化

海
藻

の
減

少
？

海
藻

の
捕

食
者

•
ウ

ニ
が

増
え

す
ぎ

て
い

る
か

ら
で

ね
え

の
？

函
館

で
磯

焼
け

発
生

の
理

由
は

？
•

最
近

の
水

温
上

昇
で

ね
え

の
？

•
昔

と
比

べ
て

栄
養

が
減

っ
て

る
ん

で
ね

え
の

？

•
タ

ネ
不

足
な

ん
で

ね
え

の
？

漁
業

者
の

方
々

に
頻

繁
に

ご
指

摘
い

た
だ

き
ま

す

函
館

の
磯

焼
け

直
立

海
藻

が
生

え
ず

（
大

抵
）

ウ
ニ

が
海

底
を

優
占

函
館

沿
岸

の
磯

焼
け

：
大

時
化

に
よ

る
コ

ン
ブ

流
出

2016

2017
2018

2015
2014
2013

2012
2011

2010
2009

20
16

年
の

大
時

化
に

よ
り

，
コ

ン
ブ

が
流

出
し

，
回

復
し

て
い

な
い

状
態

コ
ン

ブ
が

根
こ

そ
ぎ

流
さ

れ
た

函
館

新
聞

20
16

年
9月

3日

産
経

新
聞

20
19

年
12

月
28

日

20
16

年
の

爆
弾

低
気

圧
+

台
風

の
直

撃
台

風
の

直
撃

29



海
外

の
寒

流
域

で
も

同
様

直
立

海
藻

が
生

え
ず

（
大

抵
）

ウ
ニ

が
海

底
を

優
占

→
海

外
で

も
同

様
の

現
象

が
み

ら
れ

て
い

る

気
に

な
る

方
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

画
像

検
索

，
キ

ー
ワ

ー
ド

は
:  

 u
rc

hi
n 

ba
rre

n 

ア
リ

ュ
ー

シ
ャ

ン
列

島
ノ

ル
ウ

ェ
ー

(F
ilb

ee
-D

ex
te

r &
 S

ch
ei

bl
in

g
20

13
)

ア
リ

ュ
ー

シ
ャ

ン
列

島
ノ

ル
ウ

ェ
ー

函
館

で
磯

焼
け

発
生

の
理

由
は

？

昔
の

海
：

低
水

温
，

富
(?

)栄
養

今
の

海
：

水
温

↑
，

栄
養

(?
)

生
育

す
る

海
藻

の
種

類
や

繁
茂

量
（

生
長

量
）

→
環

境
が

決
定

（
こ

れ
を

ウ
ニ

が
食

べ
尽

く
す

か
？

）
現

在
の

海
で

は
，

，
，

大
量

の
ウ

ニ
が

肥
え

る
ほ

ど
の

海
藻

が
育

た
な

い

海
藻

が
生

育
で

き
る

ウ
ニ

密
度

に

函
館

で
磯

焼
け

発
生

の
理

由
は

？
生

育
す

る
海

藻
の

種
類

や
繁

茂
量

（
生

長
量

）
→

環
境

が
決

定
（

こ
れ

を
ウ

ニ
が

食
べ

尽
く

す
か

？
）

昔
の

海
：

低
水

温
，

富
(?

)栄
養

現
在

の
海

で
は

，
，

，
大

量
の

ウ
ニ

が
肥

え
る

ほ
ど

の
海

藻
が

育
た

な
い

今
の

海
：

水
温

↑
，

栄
養

(?
)

海
藻

は
食

べ
尽

く
さ

れ
，

ウ
ニ

の
実

入
は

悪
化

•
ウ

ニ
が

増
え

す
ぎ

て
い

る
か

ら
で

ね
え

の
？

函
館

で
磯

焼
け

発
生

の
理

由
は

？

•
最

近
の

水
温

上
昇

で
ね

え
の

？
•

昔
と

比
べ

て
栄

養
が

減
っ

て
る

ん
で

ね
え

の
？

•
タ

ネ
不

足
な

ん
で

ね
え

の
？

環
境

の
変

化

海
藻

の
減

少

海
藻

の
捕

食
者

海
藻

は
生

え
る

磯
焼

け
域

で
も

タ
ネ

は
存

在

海
藻

が
全

て
食

わ
れ

る

海
藻

の
減

少
？

詳
細

は
，

補
足

資
料

を
ご

覧
く

だ
さ

い
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20
24

20
24

年年
1

年年
1月

20
24

20
24

年年
3

年年
3月

20
24

20
24

年年
6

年年
6月

20
24

20
24

年年年
101010

月

ア
カ

モ
ク

出
現

ア
カ

モ
ク

流
出

20
22

20
22

年年
7

年年
7月

20
23

20
23

年年
2

年年
2月

20
23

20
23

年年
5

年年
5月

20
23

20
23

年年
9

年年
9月

高
水

温
の

後
高

水
温

の
後

コ
ン

ブ
枯

死

函
館

市
某

所
そ

の
1

20
21

年
〜

ウ
ニ

を
継

続
的

に
10

万
個

体
弱

除
去

函
館

市
で

漁
業

者
と

実
施

中
の

事
例

紹
介

某
所

1〜
3

某
所

1：
囲

い
礁

某
所

2：
囲

い
礁

+ 
岩

盤
某

所
2：

岩
盤

全
て

で
ウ

ニ
の

密
度

調
整

1と
2で

は
移

植
，

3で
は

駆
除

ウ
ニ

の
密

度
管

理
は

世
界

共
通

の
課

題

ネ
ッ

ト
で

検
索

の
キ

ー
ワ

ー
ド

は
:  

 u
rc

hi
n 

ba
rre

n 
ke

lp
 re

st
or

at
io

n

■
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

で
の

ウ
ニ

除
去

■
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

南
部

で
の

ウ
ニ

除
去
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20
24

20
24

年年
1

年年
1月

20
24

20
24

年年
3

年年
3月

20
24

20
24

年年
6

年年
6月

20
24

20
24

年年年
101010

月

ア
カ

モ
ク

出
現

ア
カ

モ
ク

流
出

P5
19

14
86

.JP
G

20
22

20
22

年年
7

年年
7月

20
23

20
23

年年
2

年年
2月

20
23

20
23

年年
5

年年
5月

20
23

20
23

年年
9

年年
9月

高
水

温
の

後
高

水
温

の
後

コ
ン

ブ
枯

死

函
館

市
某

所
そ

の
1

20
21

年
〜

ウ
ニ

を
継

続
的

に
10

万
個

体
弱

除
去

20
25

20
25

年年年
121212

月
20

26
20

26
年年

4
年年

4月

20
26

20
26

年年
6

年年
6月

20
24

20
24

年年年
121212

月
20

25
20

25
年年

5
年年

5月

20
25

20
25

年年
8

年年
8月

20
25

20
25

年年年
101010

月
ア

カ
モ

ク
流

出
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20
25

/8
/2

9

20
25

/1
0/

20
20

25
/1

2/
18

20
25

/5
/2

2
20

25
/8

/2
9

20
25

/1
0/

20
20

25
/1

2/
18

20
25

/5
/2

2

函
館

市
某

所
そ

の
2 
囲

い
礁

20
24

/1
0 
〜

ウ
ニ

除
去

< 
5万

個
体

20
25

20
25

年年年
121212

月
20

26
20

26
年年

4
年年

4月

20
26

20
26

年年
6

年年
6月

20
24

20
24

年年年
121212

月
20

25
20

25
年年

5
年年

5月

20
25

20
25

年年
8

年年
8月

20
25

20
25

年年年
101010

月
ア

カ
モ

ク
流

出
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9月
15

or
17

日
に

調
査

す
る

の
で

写
真

を
追

加
し

ま
す

。

20
26

/1
/2

7
20

26
/4

/2
8

函
館

市
某

所
そ

の
2 
岩

盤
で

の
変

化 20
24

/9
/1

0
20

25
/5

/2
2

20
25

/8
/2

9
20

25
/1

1/
21

9月
15

or
17

日
に

調
査

す
る

の
で

写
真

を
追

加
し

ま
す

。
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20
26

/4
/2

4

岩
盤

が
見

え
な

い
ほ

ど
に

回
復

20
25

/1
2/

13

チ
ガ

イ
ソ

群
落

が
少

し
復

活

函
館

市
某

所
そ

の
3 

20
23

年
か

ら
ウ

ニ
を

数
十

万
匹

以
上

駆
除

35



ハ
ー
ド
整
備
の
磯
焼
け
対
策
の
考
え
方

〇
健
全
な
藻
場
が
あ
る
海
域
で
ハ
ー
ド
整
備
を
す
る

①
隣
接
し
て
藻
場
礁
o
r着
定
基
質
を
設
置
す
る
。

ＡＡ
..ウ
ニ
に
よ
る
磯
焼
け
海
域
で
ハ
ー
ド
整
備
を
す
る

①
砂
地
に
藻
場
礁
を
設
置
す
る
。

②
ウ
ニ
が
近
づ
き
難
く
、
埋
没
し
に
く
い
藻
場
礁
を
選
ぶ
。

③
着
生
や
成
長
を
促
進
す
る
基
質
を
取
付
け
る
。

ＣＣ
..
磯
焼
け
し
て
い
る
場
所
に
ハ
ー
ド
整
備
を
す
る

①
ウ
ニ
の
除
去
を
行
う
。

②
ウ
ニ
の
住
み
づ
ら
い
藻
場
礁
を
設
置
す
る
。

③
-
1
着
生
や
成
長
を
促
進
す
る
基
質
を
取
付
け
る
。

③
-
2
ウ
ニ
の
侵
入
し
な
い
工
夫
を
す
る
。

④
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
魚
対
策
を
行
う
。

ＢＢ
..魚
に
よ
る
磯
焼
け
海
域
で
ハ
ー
ド
整
備
を
す
る

①
魚
は
ま
ん
べ
ん
な
く
食
害
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

魚
の
来
な
い
場
所
に
藻
場
礁
を
設
置
す
る
。

②
魚
の
住
み
づ
ら
い
藻
場
礁
を
選
ぶ
。

③
着
生
や
成
長
を
促
進
す
る
基
質
を
取
付
け
る
。

④
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
魚
対
策
を
行
う
。

（
R3

 全
国

磯
焼

け
対

策
協

議
会

, 安
藤

）

実
際

は
ウ

ニ
の

住
処

に
な

り
，

コ
ン

ブ
が

繁
茂

し
な

い
場

合
も

コ
ン

ク
リ

ー
ト

礁
：

工
夫

が
必

要

函
館

市
某

所

20
25

/9
/2

函
館

で
の

ウ
ニ

の
密

度
調

整
投

石
場

投
石

の
奥

底
に

ウ
ニ

が
隠

れ
る

た
め

除
去

し
き

れ
な

い

ウ
ニ

除
去

が
容

易
（

隠
れ

る
場

所
が

な
い

）
，

成
果

も
順

調

岩
盤

コ
ン

ク
リ

ー
ト

本
体

や
設

置
の

費
用

に
加

え
，

メ
ン

テ
も

必
要

・
・

・
北

海
道

の
事

業
で

は
，

ほ
ぼ

失
敗

・
・

・

岩
盤

コ
ン

ク
リ

ー
ト

函
館

で
の

ウ
ニ

の
密

度
調

整
投

石
場

投
石

の
奥

底
に

ウ
ニ

が
隠

れ
る

た
め

除
去

し
き

れ
な

い

ウ
ニ

除
去

が
容

易
（

隠
れ

る
場

所
が

な
い

）
，

成
果

も
順

調

岩
盤

岩
盤
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20
24

年
7月

9日
そ

の
1

20
24

/7
/9

 そ
の

1

ウ
ニ

駆
除

に
伴

う
コ

ン
ク

リ
ー

ト
礁

の
変

化
：

動
画

20
23

年
8月

10
日

20
23

/8
/1

0

ウ
ニ

駆
除

に
伴

う
コ

ン
ク

リ
ー

ト
礁

の
変

化
：

動
画

ウ
ニ

駆
除

に
伴

う
コ

ン
ク

リ
ー

ト
礁

の
変

化
：

動
画

20
22

/1
1/

7

コ
ン

ク
リ

ー
ト

礁
：

工
夫

が
必

要
ウ

ニ
が

侵
入

を
防

ぐ
こ

と
が

必
要

→
 設

置
す

る
の

で
あ

れ
ば

岩
盤

か
ら

離
れ

た
砂

地

定
期

的
な

ウ
ニ

除
去

（
漁

獲
で

も
可

）
が

必
要

→
ウ

ニ
の

新
規

加
入

が
発

生
す

る
た

め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

設
置

費
用

を
考

え
る

と
，

そ
の

資
金

を
ウ

ニ
の

密
度

管
理

に
当

て
た

方
が

良
さ

そ
う

ウ
ニ

除
去

で
ア

ル
ガ

リ
ー

フ
に

海
藻

生
え

ま
し

た
（

次
の

動
画

）

海
藻

と
ウ

ニ
の

バ
ラ

ン
ス

を
適

正
に

保
つ

こ
と

最
優

占
は

，
，

，
“環

境
に

応
じ

て
”
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海
藻

の
タ

ネ
が

不
足

し
て

い
る

？
磯

焼
け

域
で

も
海

藻
の

タ
ネ

は
存

在
す

る
磯

焼
け

域
の

石
を

，
海

藻
の

タ
ネ

が
存

在
し

な
い

海
水

中
に

置
い

て
お

く
と

，
3ヶ

月
ほ

ど
で

海
藻

が
生

え
て

く
る

(F
uj

ita
 2

00
4)

補
足

資
料

貧
栄

養
で

も
海

水
の

流
動

が
あ

れ
ば

，
海

藻
は

生
長

す
る

貧
栄

養
に

な
る

と
海

藻
は

？

た
だ

し
，

富
栄

養
環

境
で

は
海

藻
の

生
長

量
が

増
加

す
る

た
め

，
大

量
の

ウ
ニ

が
生

息
し

て
も

海
藻

が
減

少
し

な
い

報
告

あ
り

（
米

田
ら

20
07

）

補
足

資
料

生
長

量
の

低
下

や
生

え
る

種
類

に
変

化
が

起
こ

る

水
温

が
上

昇
す

る
と

海
藻

は
？

例
）

水
温

毎
の

コ
ン

ブ
の

生
理

反
応

(B
or

lo
ng

an
et

 a
l. 

20
21

)

光合成活性

水
温

20
℃

以
降

か
ら

徐
々

に
低

下

例
）

中
〜

南
日

本
で

の
植

生
変

化
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
が

，
温

帯
種

か
ら

亜
熱

帯
種

へ
変

化

高
知

県
で

の
長

期
間

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

例
(T

an
ak

a 
et

 a
l. 

20
10

)

補
足

資
料

以
下

は
補

足
資

料
で

す
。
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ウ
ニ

密
度

と
海

藻
の

量
の

関
係

ウ
ニ

密
度

海藻の量

(F
ilb

ee
-D

ex
te

r &
 S

ch
ei

bl
in

g
20

13
)

グ
ラ

フ
の

曲
線

は
海

藻
の

量
を

表
す

緑
で

藻
場

が
形

成
さ

れ
，

ピ
ン

ク
で

磯
焼

け
（

ウ
ニ

の
優

占
）

補
足

資
料

ウ
ニ

が
増

え
す

ぎ
る

と
直

立
海

藻
は

生
え

ず
，

無
節

サ
ン

ゴ
モ

（
石

灰
藻

）
が

優
占

す
る

海藻の重量（g/m2）

ウ
ニ

の
密

度
（

個
体

/m
2 ）

海
藻

合
計

コ
ン

ブ
類

■
道

東
で

の
観

察
例

（
町

口
20

08
）

■
世

界
各

地
の

例 （
Li

ng
 e

t a
l. 

20
15

）

補
足

資
料

海
藻

の
タ

ネ
が

不
足

し
て

い
る

？
磯

焼
け

域
で

も
海

藻
の

タ
ネ

は
存

在
す

る
磯

焼
け

域
の

石
に

は
，

多
様

な
海

藻
の

タ
ネ

が
付

着
し

て
い

る
緑

藻
褐

藻
紅

藻

種数 割合

(A
kit

a 
et

 a
l. 

20
20

)

補
足

資
料
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１）輪島の里海を守る会（石川県輪島市）

参加活動組織実績資料
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２）甲賀地区景観環境保全会（三重県志摩市）

-水産多面的機能発揮対策事業- 

令和６年度 活動報告 
 
活動組織名：甲賀地区景観環境保全会 
 
■■  活活動動のの目目標標  

平成 30年度： 活動１年目 … 組織の成員の環境保全意識の向上と実践。 

令和元年度 ： 活動２年目 … 前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践。 

令和２年度 ： 活動３年目 … 当初の協定上の活動最終年であり、その総括。 

令和３年度 ： 活動４年目 … 培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続。 

令和４年度 ： 活動５年目 … さらなる保全活動の進展と、地域間の連携・協力。 

令和５年度 ： 活動６年目 … 環境変動を乗り越え、それに＜克つ（克服する）漁民の知恵＞の創出。 

令和６年度 ： 活動７年目 … 被災した輪島海女らとの交流を通じ、磯の変容という難局をともに考える。 
 
■■  活活動動実実績績等等  

活動項目 活動の内容とその方法 実績・成果 課題 

 

 

 

【漂流漂着物、 

堆積物の 

処理】 

＜モニタリング＞ 東京海洋大学・

山川紘博士と藤本准教授の指導

のもとヒジキ・フノリなど潮間帯の

植生を分析してきた。パンデミッ

ク後はその知見で自組織で活動。 

＜海浜清掃＞ 活動開始後に大型

台風が二年連続襲来し、その膨大

なゴミ処理を女性と地域住民も

動員し無事完遂。その後、活動は

定着した（高齢者の参加率高し）。 

春１回が基本で、年２

回の調査を岸（磯場）

より行う年もある。 

---------------- 

海浜清掃は、大々的

には例年ほぼ３－４回

おこない、小規模活動

も時化ごとに不定期

に行っている（台風一

過後などに随時）。 

通年かつ年度を跨いでのモニタ

リング成果の比較を目指す。一方

で一年藻の植生の変遷が激しく、

戸惑いもある。 

------------------------- 

イセエビ漁の繁忙期１０月には、

男手の動員が困難となる。高齢者

の参加が習慣づけられたのは好ま

しいが、予算枠を超え、財政的に

極めて厳しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【藻場の保全】 

 

＜モニタリング＞ もともと対象区
域の半分をコドラード法、もう半分
を景観被度により調査してきた。し
かし、海洋環境の特性（アラメ場に
アカモクも繁茂）に鑑み、令和２年度
から景観被度のみに切り替えた。 
＜海藻の種苗投入＞ 当初は成熟

したアラメ子葉より採取した遊走

子をもちい着底を試み、それを海

底に設置した。 

＜母藻の設置＞ スポアバッグ法
による種付を成員により行ってい

たが、刺網ゴミの有効活用に切り

替えた（右記参照）。 

＜食害生物除去＞ 対象区域の黒

ウニ（ムラサキウニ）が磯焼けの進

行に歩調を合わせ増大しているた

め、除去活動の頻度を上げている。

さらに先進地の阿久根活動組織

（鹿児島県）を招聘し＜廃棄物の利

活用＞(令和５年度より着手）の観点

から漁民シンポジウム「磯焼けに

克つ知恵」を開き(2023 年 1 月)、

本年は２日間にわたり開催した。 

＜平成 30年度＞ 
モニ 5/28，12/10／ 母

藻 11/27／ 種苗

12/14-15／ 除去 7/24 
＜令和元年度＞ モニ
11/16／ 母藻 11/15-16

／ 種苗 12/14-15／ 除

去 6/1,7/23,30 
＜令和２年度＞ モニ
8/29,2/4／ 母藻

11/28／ 種苗 11/17／ 

除去 6/6,24,7/22, 

8/29 
＜令和３年度＞ モニ
2/17／ 母藻・種苗 12/3

／ 除去 5/30-

31,8/22,1/28 

＜令和４年度＞ モニ
3/20／ 母藻・種苗 10-

11月にエビ刺網時に随時 

／ 除去 6/27,  3/10 

＜令和５年度＞  

除去７/１３,２５ ／種苗 1１

/17, 23－24，30ほか 
＜令和６年度＞  

＊母藻の設置／種苗の投

入は、現在作業中。 ＊ウニ

除去とモニタリングは、2-

3月を予定。  

活動開始の直後から、活動歴

の上積みとともに、それぞれの手

法をさまざまな要因により切り替

えてきた。モニタリングの時期は

ようやく春先に落ち着いた。アラ

メ母藻は刺網漁でかかってきたも

の（遊走子が死滅流出する前の鮮

度あるもの）をすぐに回収し、それ

を設置するようになった。 磯焼け

の進行のさなか、わざわざ生きた

個体を採取するわけにはいかな

い。これからも新たに工夫せねば

ならぬ。 ウニ除去は、志摩市水産

課の事業予算での活動（単独事

業）と連動させ、効果を図ってい

る。このサポートは資金難の当組

織の運営の助け舟であり、志摩市

に感謝している。 

漁民シンポジウム「磯焼けに克

つ知恵」では、三重県水産振興事

業団を通じ全漁連にサポートを賜

り深謝している。本年度は、石川県

漁業士会長と輪島海女の講演会

「磯の変容に克つ知恵」を開いた。  
■活動組織としての課題と今後 

活動年数の上積みとともに、磯＝漁場を守るというメンバーの意識の進展がみられ＜主体的な意識＞が醸成

されてきた。 ２年連続で開いた漁民シンポジウム「磯克 ISO-KATSU」では、招聘した対策先進地の皆様との意

見交換を通じ、実際の知見や技術をみずからの地区に還元するよう取り組んでいる。 当海域ではカジメ場が復

活してきており、早熟性種ではないかとの期待を寄せている。 本年度は早熟性カジメ株を発見できなかったも

のの、来期こそその探索を期しており、その株から「一夜漬け」による基質投入を計画する。 また、混成群落が形

成されている地帯からアラメ（サガラメ）の復活も目指したい。 一方で、漁獲対象種の新規開拓も急務である。 
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■■  活活動動状状況況のの写写真真  

      
説明： 県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

      
説明： アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明：海中のスポアバッグ 

      
説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大・山川博士の説明 説明： アラメ遊走子の確認 

    

  

説明：ウニ除去をする海女 説明：ウニ除去作業メンバー 説明： ウニ除去の成果 （＊高齢海

女さん中心の汀からの別働隊あり） 

      

説明：漁民シンポジウム「磯焼けに

克つ知恵」2023のポスター画像 

説明：ISO-KATSU2024「磯焼

けに克つ知恵」のポスター画像 

説明：ISO-KATSU講演会「磯の

変容に克つ知恵」のポスター画像 
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３）浜田海域保全協議会（島根県浜田市）�	 �	 � � �	�	 �� ����	
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令和８年度　漁場生産力・水産多面的機能強化対策支援委託事業

令
和
８
年
度

　
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
講
習
会

　
ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会
テ
キ
ス
ト
（
札
幌
会
場
）

　
　

公
益
社
団
法
人
　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

公益社団法人　全国豊かな海づくり推進協会

令和８年度

漁場生産力・水産多面的機能強化対策講習会

ブロック講習会テキスト（札幌会場）

2026 年 10 月 14 日

北海道第二水産ビル

（北海道札幌市中央区北三条西７丁目１）

水産庁委託事業

令和８年度 漁場生産力・水産多面的機能強化対策講習会_講習会テキスト（札幌会場）_表紙.indd   1令和８年度 漁場生産力・水産多面的機能強化対策講習会_講習会テキスト（札幌会場）_表紙.indd   1 2026/09/18   12:32:502026/09/18   12:32:50
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